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事  後  評  価  書 

事 業 名 水源森林総合整備事業 事 業 区 分 治山事業 室 名 森林保全室 

平成４年～平成１１年 ８３０百万円（負担率：国５０：県５０：他） 
事業概要 

工 期 
(下段当

初) 平成４年～平成１１年 

全体事業費 

(下段当初) 
８５２百万円（負担率：国５０：県５０：他） 

事業目的及び内容 

（１）所在地 

   三重県の中部山間地帯の伊勢湾に注ぐ雲出川水系の最上流部水源地帯に位置し、美

里村の西端部の伊勢平野と伊賀盆地の分水嶺を形成する笠取山を中心とする青山高原

山系の東側山地に位置します。 

（２）事業の目的 

当地区は、水資源の確保上重要な中野簡易水道の水源地の荒廃森林等を対象として

、荒廃地等の復旧整備とあわせて周辺森林の整備等を総合的に実施し、水源かん養機

能の回復・向上を図るとともに、県土の保全を図ることとします。 

（３）全体計画及び実績内容 

①再評価時（平成１０年度） 

事 業 期 間 ： 平成４年度～１１年度 

全体事業計画量 ： 渓間工１５基 山腹工１．６６ha 

   森林整備 ５４．４ha 

    全体計画事業費 ： ８５２，０７４千円 

   ②実  績 

事 業 期 間 ： 平成４年度～１１年度 

全 体 事 業 量 ： 渓間工１５基 山腹工１．２７ha 

   森林整備 ５４．４ha 

    全 体 事 業 費 ： ８３０，３０８千円 

（４）法令等の指定 

   森林面積３０３haのうち、２９５haが水源かん養及び保健保安林に指定されており

保安林率は９７．４％となっています。 

   また、当該事業区域の西端部の一部が室生・赤目青山国定公園の普通地域及び第３

種特別地域に指定されています。 

 

１・事業の効果    
（１）費用対効果分析 

   林野公共事業の費用対効果分析は平成１２年度から導入されているため、事業採択当時及び前

回再評価時は費用対効果分析を行っていません。 

現在の便益に換算して、算出した費用対効果Ｂ／Ｃは、１．５０です。 

     便益（Ｂ）＝１，８６３，５９１千円 

     費用（Ｃ）＝１，２４５，２４５千円 

       Ｂ／Ｃ＝１．５０ 

（２）人家・農地、道路等の被害軽減効果 

   桂畑川の河川氾濫による人家や農地への被害はありません。 

また、保全対象である林道瀬戸線については、林道を横断する渓流上部からの土砂流出による

排水管の閉塞などの多数の被害を受けていましたが、事業完了後は被害が無くなりました。 

（３）コスト縮減 

平成１１年度の山腹崩壊地復旧工法の選択に当たり、アンカー工を主とする抑止工法を検討し

ましたが、調査結果等から、排土工や押さえ盛土工による抑制工を採用したことにより、約２千

万円の縮減を図ることができました。 
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２・事業の環境面への配慮及び事業による環境の変化  

（１）木製品の利用 

治山ダム工の袖部や山腹工の法面に、間伐材を積極的に利用した木筋工や木柵工、ウッドブロッ

クを施工し、将来、在来種の植生の侵入を期待するとともに材料が腐朽し、土壌に還元されるよ

う環境保全に努めています。 

（２）法面緑化 

   緑化が可能な箇所については、早期緑化が図れるよう努めるとともに、岩盤部の緑化が困難な

ところにあっても、通常のモルタル吹付工に比べて周辺植生の導入による緑化が期待できる特殊

モルタル吹付工を積極的に採用し、景観配慮に努めています。 

（３）その他 

   平成１５年度から、掘削機械については排出ガス対策型を使用しています。 

 

３・事業を巡る社会経済情勢等の変化 
 

（１） 関連集落の変化 

美里村全体の人口は、事業開始の平成４年度時に比べ約７％減少しており、桂畑地区はそれを

上回る約１７％の減少となっています。 

（２） 保全対象 

土石流による被害が想定される保全対象は、人家１８戸、農地５ｈａ、村道１，２００ｍ、林

道瀬戸線４，６００ｍで現在も変化はありません。 

（３） 利水施設及び給水戸数等の変化 

  中野簡易水道は、平成１２年度まで桂畑と中野地区に給水を行ってきましたが、近年の生活様式

の変化により水需要の安定供給を図るべく、高宮簡易水道（三郷・五百野・南長野・足坂地区に給

水）と統合し、中野高宮簡易水道施設として平成１３年度から給水を開始しています。 

   ＜事業着手時＞ 中野簡易水道  ＜現在＞ 中野高宮簡易水道 

    給水区域  中野、桂畑地区       中野、桂畑、三郷、五百野、南長野・足坂地区 

    給水戸数   １６２戸             ５０８戸 

給水人口   ５６３人             １，６１６人 

    日最大給水量 ２７２ｍ３／日          ７１０ｍ３／日 

（４）事業区域周辺の関連公共施設の変化 

   事業区域を流れる桂畑川は、桂畑生活貯水池事業としてのダム建設に向け平成５年度から調査

を実施していましたが、経済不況、利水計画等の変更により、美里村が平成１１年度末に事業計

画を取りやめました。 

   ＜桂畑生活貯水池建設事業の概要＞ 

     事業目的：洪水調整、流水の正常な機能の維持、水道用水供給 

     事業期間：平成５年度～２０年代 

     計画内容：ダム高５０．５ｍ、堤頂長１０５ｍ、総貯水容量８５万ｍ３ 

     事 業 費：８，００８百万円 

（５）社会情勢 

河芸町、芸濃町、安濃町、美里村、津市、久居市、香良洲町、白山町、一志町、美杉村の１０

市町村は、広域合併により、平成１８年１月１日から津市になる予定です。 
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４・県民の意見  

（１） アンケート調査による地域住民の満足度、意見 

事業区域下流に存する桂畑、中野、南長野地区の３集落を対象に、森林の役割、事業の認識度

、事業効果、事業の満足度や提案、意見を把握するため、アンケート調査を行いました。 

アンケート実施期間：平成１７年９月１日～９月２６日 

アンケート調査の回収率：８８％ 

地区名 配布戸数 回答数 回収率 

桂畑 34 26 76% 

南長野 72 60 83% 

中野 126 119 94% 

計 232 205 88% 

今回、桂畑で実施した、事業の認識度は５８％（桂畑地区：８９％）、事業効果は９６％、満

足度は５６％（桂畑地区：７８％）となり、桂畑地区の方から、高く評価され事業への理解がな

されたと判断します。 

 

５・今後の課題等 
 

①  今回実施しました森林整備（複層林造成）について、獣害や気象害が原因で、一部、植栽木の成長が阻
害され補植する結果となりました。また、近年、全国的にニホンジカによる食害被害が深刻化しているこ

とから、ニホンジカと森林保全との共存をどのように図っていくかが重要な課題となっています。今後も

、森林の状況を的確に把握しながら、適正な保育管理を行っていきます。 
②  一方、本県の厳しい財政状況により、年々治山事業の予算が減少する中、自然環境に配慮しつ
 つ 、更にコスト縮減を図り、効率的・効果的な実施が必要となります。 
③  今後の治山事業を実施していく上で、アンケート結果からの回答を反映した事業展開ができるように努
 めます 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 平成１０年度再評価意見書 

      「森林の水源機能をより一層充実させる方向で、森林の保育に重きをおくように考慮し

て事業の推進を図ること。」 

 

 

 


